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環境からのサルモネラ菌分離成績について
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I はじめに

昭和40年代に入ってから，サルモネラ菌による食中毒

を含めたサルモネラ感染症が急激に増加した 1~3)ことか

ら，食品や環境のサルモネラ汚染の実態を明らか！こする

ために，各地で調査研究が行なわれてきた．我々も，秋

田県内の生活環境内におけるサルモネラの沿染状況を把

握するため，昭和50年度から県内を流れる 3大河川，と

畜場汚水，下水，し尿4~9)および54年度から食肉のサル

モネラ汚染調査 7~9)をそれぞれ行ってきた．そして， 55

年度からは，都市のサルモネラ汚染を反映する場として

の都市河川水および生し尿のみならず生活廃水や）笙業廃

水も流入する秋田市下水についてサルモネラの定点観測

調査を行ったので，その成績を報告する．

n 材料と方法

A 調査地点と調査期間

秋田市内を流れる草生津川，旭川，太平川の 3つの主

な都市河川の下流地点と秋田市下水終末処理場の下水流

入口の 1地点の合わせて4地点について昭和55年4月か

ら61年3月までの 6年間謁行した．

B 検体採取法

検体の採取は，腸チフス中央委員会の「下水からのチ

フス菌検査法」 10)に準じて行った．すなわち， 6gの脱

脂綿をガーゼでくるんだタンポンを 5日間凋否地点に浸

漬した後，回収し，しぼり出した河川水ないし下水とタ

ンポン（水をしはり出した後の脱脂綿）のldu者を検体と

した．また，検体採取時に調査地点の水温を測定した．

C サルモネラ検査法

サルモネラ菌の検査方法は図1'こに示す如く行った．

すなわち，それそれの検休を変法セレナイトJ音地11)に入

れ， 24時間， 48時間増菌培養後， 88寒天培地 2枚ずつ

に分離培韮し，疑わしいコロニーを釣菌し，生化学的性
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状検査と血清学的検査を行ってサルモネラの血清型を決

定した．
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A 下水からのサルモネラ分離成績

1 年次別サルモネラ分離成績

図2に下水からのサルモネラ分離成紐を年次別にまと

めて示した．サルモネラ分離率を，タンポンとしはり出

した下水との平均値でみてみると，各年度とも50％台で，

調査期間を通して大差はみられなかった．しかし， 55年
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図2 下水からの年次別サルモネラ分離状況

度に67％を示したタンポンからの分離率はその後次第に

高くなり． 60年度には92％の高率に達した．一方，しぼ

り出した下水からの分離率は低く， 60年度では 8％と最

低であった． 6年間を平均すると，タンポンからの分離

率は75％であったが，しぼり出した下水からの分離率は

31％であった．

2 月別サルモネラ分離状況と水温

月別のサルモネラ分離率と水温を図3に示した．まず．

タンポンからのサルモネラ分離率をみると，各月とも50

％以上であったか．概して夏に高く， 6）lは92％で最高

｛直であり，続く 7, 8, 9月も83％と高い分離率であっ

た．これに対して，しぼり出した下水からの分離率をみ

ると， 6月は67％と最も高い値であったか．翌月の 7月

には 6年間を通して 1株も分離されなかった．また． 11

図3 下水の月別水温とサルモネラ分離状況CS55~60年）

月と 2月は分離率がそれぞれ9％および17％と一段と低

率であった．一方，水温についてみると，明らかに季節

変動がみられ，夏期の 8月が22℃で最も高く，冬期の

2月か7℃と最低水温であった．平均水温は14℃であっ

た．

3 分離されたサルモネラの血清型別成績

図4に下水から分離されたサルモネラの主要血清型と

血清型数および分離菌株数に対する血清型分布率を示し

た．すなわち，分離された血清型数をみると， 55年度で

は10種類であったが，年々増加し， 59年度では最多の32

種類となった．これらの血清型をみてみると，法定伝染

病菌であるS.typhiの血清型分布率は， 55,56年度に

は25~30％と高率であったが， 58,59年度にはまった＜

分離されなかった．しかし， 60年度には再び2株分離さ

れた．これに対してS.paratyphi-Bは淵査期間を通

して分離され，その血清型分布率は 5~30％と高かっ
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図4 下水由来サルモネラの主要血清型
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た．一方， S.typhimuriumの分離頻度は58年度から

高くなり， 6年間の平均としては13％であった．また，

S.infantisの分離頻度も59年度から増加してきた．な

お，分離菌株数は， 55,56年度の40株， 57年度の47株，

58年度の52株， 59年度の61株， 60年度の52株と年々増加

する傾向を示した．結局， 6年間を通してみると， 61種

類の血清型のサルモネラ292株が下水から分離されたが，

S.paratyphi-Bの分離頻度は14％と最も高く，次いで

S.typhimurium, S.typhi, S.othmarschenのl頓であっ

た．また， 0群別に分けてみると， 0-4群が36%,0-

7群が32%,0-9群が17%,0-8群が7％の順であっ

た．

B 河川水からのサルモネラ分離成績

1 年次別サルモネラ分離成績

河川水からの年次別サルモネラ分離成績を図5に示し
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図5 河川水からの年次別サルモネラ分離状況

た．サルモネラ分離率をタンポンとしぼり出した水との

平均値でみてみると， 55年度では19％であったが，次第

に増加する傾向を示し， 59年度では51％とピークに達し

た． 6年間の平均では37％の分離率であった．次に，タ

ンポンからの分離率をみると， 55年度では28％であった

が，それ以降の各年度では50％以上の値を示し，平均で

は61％の分離率であった．一方，しぼり出した河川水か

らのサルモネラ分離率は59年度に32％のピークを示した

が， 6年間を平均すると13％と低率であった．

2 月別サルモネラ分離状況と水温

図6に月別のサルモネラ分離率と水温を示した．サル

モネラの分離率を平均値でみてみると， 5月が46％と最

も高く，逆に7月が25％と最も低い分離率であった．次

にタンポンからの分離率をみると， 7, 8, 10月を除く

各月が50％以上の分離率を示し，特に冬期間 (11~3月）

の分離率が高かった．―方，しばり出した河川水からの
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図7 河川水由来サルモネラの主要血清型

- 59 -



分離率は総体的に低く，特にタンポンでは高い分離率で

あった冬期間の 1~3月が低分離率であった．水温につ

いてみてみると，季節変動が顕著で， 8月が21℃で最も

高く， 1月が2℃で最も低い水温であった．平均水温は

11℃であった．

3 河川水由来分離サルモネラの血清型別成績

河川水からのサルモネラ主要血清型，血清型数及び分

離菌株数に対する血清型分布率を図7に示した．分離さ

れた血清型数をみると， 55年度では14種類であったが，

次第に増加し， 59年度には50種類に急増した．これら

の血清型をみてみると， S.typhimuriumが57年度と

OO年度を除く各年度で最も多く分離されており，次いで

S.infantisであった． S.infantisは， 60年度では最

も分離頻度が高かった．分離菌株数をみてみると， 55年

度では3胡Kであったが，年度と共に増加する傾向を示し，

59年度で111株， 60年度では95株となった． 6年間を通

してみると， S.typhimuriumが17％と最も分離頻度が

高く，次いでS.infantis, S. bareily, S. paratyphi-

B, S.virchowの順であり，結局， 77柿類の血泊型の

サルモネラ461株が河川水から分離された． o群別にみ
てみると， 0-7群が42%,0-4群が32%,0-8群

が8%,0-9群が5％の順であった．

IV 考察

生活環塙内のサルモネラ汚染調否は各地で行なわれて

おり，また，タンポン法による下水等のサルモネラ汚染

凋査も数多く行なわれてきた12~I4l我々も，昭和54年に

秋田市内で同一ファージ型の S.typhiによる腸チフ

ス患者が多発したことから，タンポン法による感染源の

逆探知を試みたか， S.typhiの慇染源を見つけること

はできなかった．しかし，この調査時にS.paratyphi-

Bが多数分離されたことから，タンポン法によるs.
paratyphi-Bの感染源の逆探知を行った結果，ほぼその

慇染源をつきとめることかできた15).

このような経緯を経て， 55年4月から本晶査を実施し

ら 6ケ年にわたる調査結果をみると，まず，人社全の

サルモネラ汚染を反映しているものと考えられる下水で

は，タンポンとしぼり出した下水の平均サルモネラ分離

率は各イ「度とも50％台で横ばい状態であったが，タンポ

ンからの分離率，分離血清型数および分離菌株数は年々

増加したことから，人社会でのサルモネラ汚染が年々進

捗していることおよび汚染しているサルモネラの血清型

が多様化していることが推測された．同様の傾向が，動

物のし尿などか流入する河川水についても観察された．

このようなサルモネラ汚染の拡大と分離サルモネラの血

清型の多様化の原因として，サルモネラに汚染された食

肉や動物飼料などの輸入畜産物の増加や食生活の欧米

化，並びに，航空機等による人々の国際交流の活発化，

特に海外旅行者の増加によってサルモネラが国内に持

ち込まれることが多くなったことなどが指摘されてい
る1,3,16~18)． 
次に，分離されたサルモネラの血清型についてみて

みると，下水からはS.paratyphi-Bの分離頻度が高

く，各年度とも上位を占めていた．次いで，分離頻度

が58,59, 60年度と上昇してきたS.typhimuriumと

なり，第 3位は55,56, 57年度に分離頻度が高かった

法定伝染病菌のS.typhiであった．河川水の場合は，

S. typhimuriumの分離頻度が各年度とも高かった．第

2位は59,60年と分離頻度が高くなったS.infantisが

続いていた．また，下水の場合に第3位の分離頻度であっ

たS.typhiは，河川水からは56年度に 1株分離された

だけであった．一方，分離株を0群別にみてみると，下

水では0-4(B)群が最も多く，次いで0-7 (C1) 

群， 0-9 （い）群， 0-8 （応）群の順序であっ

たが，河川水では0-7群が最も多く，次いで， 0-4

群，0-8群， 0-9群の順になっていた．このように，

下水と河川水では，主要血清型や0群の割合か巽なった

ことから，汚染源が異なっていることか推定された．

水温とサルモネラ分離率を比較してみると，下水では

明僚な相関は柑られなかったか，河川水では，水温とサ

ルモネラ分離率が逆相関する傾向を示した．

タンポンからとしばり出した下水および河川水からと

の分離率を比較すると，タンポンの方がしぼり出したも

のより高率であり，タンポン怯の有用性，すなわち，濃縮

効果か再確認された．

最後に， 6年間の秋田市における腸チフス患者発生

と囮境（特に下水）からのS.typhi分雌状況を比較し

てみると， 55年度から57年度までは，下水から28株の

S. typhiが分離されたのに対して，胴チフス患者は 4

名発生していた． 58,59年度は，下水からS.typhiは分

離されなかったし，腸チフス患者の発生もみられなかっ

た．しかし， 60年度には，秋田市内で4名の患者が発生

し，下水からも同ーファージ型のS.typhiが分離された

．これらの成粕からみると，下水はその地域の患者発l|こ

状況を把握するうえできわめて有効な指標となるのでは

ないかと考えられる．

このようなことから，今後とも，下水を中心とする都

市水系環境におけるサルモネラの動向を追跡調行し，本

県におけるサルモネラ柾予防や食中毒防1卜のための基礎

資料を作成していきたい．
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V 結論

昭和55年4月から61年3月までの 6年間にわたり，秋

田市内の都市河川水と秋田市下水終末処理場の流入水に

ついて，タンポン法によるサルモネラ汚染調益を行い，

次のような結論が得られた．

1. 下水からのサルモネラ分離率が河川水からのサル

モネラ分離率よりも高率であった．

2. タンポンからのサルモネラ分離率がしぽり出した

下水又は河川水からの分離率より2.5~4.7倍高率であっ

た．

3. 下水と河川水から分離されたサルモネラの血清型

の傾向か沢なっていた．

4. 秋田r|iの生活環境のサルモネラ汚染が仔々進捗

し，サルモネラの血清型も多様化していることか推測さ

れた．

謝 店帝
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